
科目名 合計時間数

到達目標
（授業の目的・ねらい）

教育に含むべき事項

科目の細目名 授業時間数

生活と福祉 6

・生活と福祉
・社会保障制度
・障害者自立支援制度
・介護実践に関連する諸制度

介護職員実務者研修シラバス

　　　　　　　　事業所名　　　ワーキンエバー株式会社

社会の理解Ⅱ 30

・家族、地域、社会との関連から生活と福祉をとらえることができる。
・社会保障制度の発達、体系、財源等についての基本的な知識を
修得している。
・障害者自立支援制度の体系、目的、サービスの種類と内容、利用までの
流れ、利用者負担、専門職の役割等を理解し、利用者等に助言できる。
・成年後見制度、生活保護制度、保険医療サービス等、介護実践に関連する
制度の概要を理解している。

講義内容

１．家庭生活の基本機能
①家庭・家族・世帯
②家庭生活の基本機能

２．家族
①家族とは
②家族の構造と形態
③家族の変容と家族観の多様化

３．地域
①地域社会とコミュニティ
②都市化と過疎化
③地域社会のさまざまな集団

４．社会集団と組織
①集団の概念と組織の概念
②官僚制の機能と逆機能
③集団・組織における人間関係と役割

５．ライフスタイルの変化
①ライフサイクルとライフコース
②ジェンダーの視点
③ワーク・ライフ・バランスの可能性
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講義内容

社会保障制度 12

１．社会保障の役割と意義
①社会保障とは
②セーフティネットとトランポリン

２．社会保障の目的と機能
①社会保障の目的
②社会保障の機能

３．社会保障の範囲と対象
①社会保障の範囲
②社会保障の対象
③ライフサイクルからみた社会保障

４．わが国の社会保障制度のしくみ
①社会保障を支えるもの
②社会保障のしくみ方
③現在の社会保障制度の体系

５．年金保険
①年金保険の目的
②国民年金
③被用者年金

６．医療保険
①医療保険の目的
②被用者保険
③国民健康保険

７．後期高齢者医療制度
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障害者自立支援制度 6

１．障害者自立支援法から障害者総合支援法へ
①障害者総合支援法制までの流れ

２．サービスの種類と内容
①自立支援給付と地域生活支援事業
②自立支援給付
③地域生活支援事業

３．サービス利用の流れ
①介護給付と訓練等給付のサービスの利用
②その他のサービスの利用

４．自立支援給付と利用者負担
①介護給付と訓練等給付のサービスの利用者負担
②補装具、自立支援医療、地域生活支援事業の負担
③実費負担
④高額障害福祉サービス等給付費
⑤地方自治体独自の軽減措置

５．障害者自立支援制度における事業者と施設
①事業者・施設への報酬支払い
②苦情相談窓口

６．障害者自立支援制度における組織・団体の機能と役割
①国の役割
②都道府県の役割
③市町村の役割
④指定事業者の役割
⑤その他に機関の役割
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介護実践にかかわる
諸制度

6

【使用テキスト】
中央法規出版　「介護職員等　実務者研修テキスト　第１巻

【評価方法】
科目別小テストに対し、A＝90点以上、B＝80点以
上C＝70点以上、D＝69点以下の4段階にて評価
し、C以上を合格とする。

１．サービスの利用にかかわる諸制度
①日常生活自立支援事業
②成年後見制度
③苦情解決の制度
④第三者評価の制度

２．虐待防止の諸制度
①高齢者虐待防止法
②障害者虐待防止法
③児童虐待防止法

３．人々の管理を擁護するその他の諸制度
①個人情報保護に関する制度
②消費者保護法

４．保健医療にかかわる諸制度
①健康日本２１
②生活習慣病予防のための施策
③感染症・結核対策
④難病対策
⑤HIV　/　エイズ予防対策

５．医療にかかわる諸制度
①介護職と医療にかかわる諸制度
②医療関係者に関する法制度
③保健医療提供の施設に関する法制度
④医療行為

６．生活を支える諸制度


